
令和7年度

～北陸の交化を学ぶ～

永平寺εゆのくにの森を巡る

村 民 大 学 「みどり学園」

福井の古刹「永平寺」と加賀百万石文化を体験できる「ゆのくにの森」を巡り、北陸の文化に触れます。

永平寺は、開祖道元禅師によって1244年開山の曹洞宗本山で「出家参禅の道場」として非常に有名

で、現在でも「雲水」と呼ばれる多くの修行僧たちが、道元禅師が定めた厳しい作法に従って日々修行

しています。ゆのくにの森は、九谷焼、輪島塗、加賀友禅、金箔貼り等の北陸の伝統工芸を体験できる

場所で、江戸から明治時代にかけて建てられた茅葺き屋根の古民家が移設されている施設です。

日  時 令和7年 9月 28日(日)
(舟橋会館7:15集合 7:30出発 17:00頃到着予定)

定  員

参 加 費 3 000円
(昼食代及び施設入館料を含む、ゆのくにの森の体験料は含みません)

申  込 9月16日快 )まで舟 橋会館窓口へ お申し込みください。

(参加者の皆様には詳細を後日封書で送付します)

問い合わせ先 舟橋会館 TEL464-1126(平日9:00～17:00)

切り取り線

令和7年度村民大学「みどり学園」に参加を申し,込みます

氏 名 年齢

吋 .9.1)

住 所 電話番号

舟橋村

記1 れました個人情報につきましては、本事業実施のためのみに使用し、実施後は廃凍します。


